
【第１号報告】令和５年度事業報告について 

 

令和５年度事業報告 

 

 

１ 協議会運営 

 

総会（６月） 

大分県医療ロボット・機器産業協議会の事業計画等を会員へ報告するため総

会を開催した。 

※医療関連産業参入促進セミナーと同日開催 

開催日：令和５年６月１２日（木）１４:２５～１４:４５ 

   場 所：レンブラントホテル大分 ２階 二豊の間 

   参加者：１２５名 

 

 

２ 医療関連産業参入促進セミナー等 

 

（１）医療関連産業参入促進セミナー 

医療機器産業への新規参入や法規制に係る人材育成のため、医療関連産業 

   参入促進セミナーを開催した。 

 

●総会（６月） 

東九州メディカルバレー構想の取組、ものづくり企業と医療・介護・福祉関 

   係者との連携に関するセミナーを開催した。 

日 時：令和５年６月１２日（木）１４:５０～１７:５０ 

    場 所：レンブラントホテル大分 ２階 二豊の間 

    参加者：１２５名 

    概 要： 

講演Ⅰ 迫りくる感染症の脅威 

-新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症を含め、私たちはどう対応していくべきか- 

東北大学 名誉教授 賀来 満夫 氏 

講演Ⅱ 衣料から医療へ『下町ﾛｹｯﾄ 2”ﾘｱﾙ”ｶﾞｳﾃﾞｨ計画』への挑戦 

福井経編興業(株) 代表取締役社長 髙木 義秀 氏 

講演Ⅲ 新型コロナ検査キット開発の経緯と今後 

アドテック(株) 専務取締役 渡辺 一平 氏 

     講演Ⅳ 立てられるつえ「クロスポッド」のできるまで、とできてから 

          ケイ・デザイン 代表 佐藤 浩司 氏 

  



●医療・看護・介護・福祉機器等ニーズ発表会（１月） 

医療・看護・介護・福祉機器等ニーズ発表会の中で医療従事者の発案による 

   機器開発を紹介するためのセミナーを開催した。 

日 時：令和６年１月１３日（土）１４:４５～１５:４５ 

場 所：J:COM ホルトホール大分 ３階 大会議室 

参加者：９１名 

概 要： 

講演 医療従事者の未来を考える 

～人工知能(ＡＩ)や最新ＩＣＴが医療にもたらす変化～ 

    日本文理大学 准教授 宮﨑 仁 氏 

 

●東九州メディカルバレー構想推進大会（２月） 

東九州メディカルバレー構想推進大会の開催に併せて、講演・セミナー等を 

   実施した。 

日 時：令和６年２月１４日（水）１４:４５～１７:３０ 

    場 所：ニューウェルシティ宮崎 ２階 霧島・高千穂の間 

参加者：１６７名 

    概 要： 

基調講演Ⅰ 医療機器産業への参入とﾆｰｽﾞから事業化までの成功のﾎﾟｲﾝﾄ 

       大研医器(株) 薬事学術情報課長 小林 武治 氏 

基調講演Ⅱ メディキットの事業内容と今後の展開 

         メディキット(株) 代表取締役社長 景山 洋二 氏 

取組紹介Ⅰ 医療・福祉関連機器開発における 

企業・大学・自治体・地域間の連携について 

         経済産業省 医療・福祉機器産業室長 渡辺 信彦 氏 

取組紹介Ⅱ 医療現場ニーズとのマッチングと事業化支援 

        ～次世代医療システム産業化フォーラムの取組～ 

         大阪商工会議所 ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ振興担当課長 松山 裕 氏 

     取組紹介Ⅲ 東九州メディカルバレー構想の取組事例 

           ～「ウイルス・最近との闘い」の歩み～ 

            アドテック(株) 取締役新規事業部長 小林 行治 氏 

 

（２）東九州メディカルバレー構想推進大会 

東九州メディカルバレー構想の具体化を図ることにより、産業の集積と地 

域の活性化を一層推進するため、東九州メディカルバレー構想推進会議と共 

催で構想推進大会を開催した。（初の大分県・宮崎県の共同開催） 

    ※医療関連産業参入促進セミナーと同日開催 

日 時：令和６年２月１４日（水）１４:４５～１７:３０ 

     場 所：ニューウェルシティ宮崎 ２階 霧島・高千穂の間 

     参加者：１６７名 

 

 



３ 医療・福祉機器等開発ワーキング 

 

 （１）ニーズ探索会 

会員企業の新規の機器開発案件を探すため、大分大学、医療・看護・介護 

・福祉の関係団体等と連携してニーズ探索会を実施した。施設見学会は実施 

できなかったが、ニーズ発表の中で施設の実情を合わせて紹介した。 

 

●大分大学医療機器ニーズ探索交流会（１２月） 

開催日：令和５年１２月１４日（木）１３:００～１７:００ 

場 所：レンブラントホテル大分 ２階 二豊の間 

参加者：５７名 

概 要： 

テーマ   低侵襲治療 

対象診療科 心臓血管外科、放射線科、腎臓外科・泌尿器科、循環器内科、 

産科婦人科 

開催内容  臨床現場の VTR 上映、セミナー、ニーズ発表、情報交換会議 

 

●医療・看護・介護・福祉機器等ニーズ発表会（１月） 

※医療関連産業参入促進セミナーと同日開催 

開催日：令和６年１月１３日（土）１３:３０～１４:３０ 

   場 所：J:COM ホルトホール大分 ３階 大会議室 

   参加者：９１名 

概 要：県内の臨床工学技士、看護師、診療放射線技師、視能訓練士の方から 

応募のあったニーズを発表 

 

 （２）医療関連機器開発ビジネスマッチング会 

医療機器メーカーへの部品供給やＯＥＭ受注に向けて、九州ヘルスケア産 

業推進協議会(HAMIQ)や宮崎県等との連携の下、県内ものづくり企業とのマ 

ッチング会を開催した。 

 

●医療関連機器開発ビジネスマッチング会（１２月） 

開催日：令和５年１２月１５日（火）９:００～１２:００ 

場 所：レンブラントホテル大分 ３階 会議室 

参加企業：１５社 

概 要：合計１８件の個別面談を実施 

 

（３）ハイブリッド展示場・商談会の開催 

     医療関連機器の新規開発や販路開拓を促進するため、日本医工研究所が

提供するオンライン展示場「カンファレンスパーク」とリアル展示会を組み

合わせた展示・商談会を宮崎県と共同で開催した。 

 

 



●医療機器メーカーとのオンライン展示・商談会（通年） 

開催日：令和５年４月１日（月）～令和６年３月３１日（日） 

場 所：オンライン会場 

参加企業：１０社 

概 要：合計３件の個別面談を実施 

 

●医療機器メーカーとのリアル展示・商談会（１１月） 

開催日：令和５年１１月９日（木）１０:００～１７:００ 

場 所：リアル会場（東京都文京区本郷 医科器械会館 ２階 ｾﾐﾅｰﾎｰﾙ） 

参加企業：４７社・団体（大分県 6 社、宮崎県 4 社・団体、来場 37 社・団体） 

概 要：合計１１件の個別面談を実施 

 

  



４ 研究開発補助事業 

 

 （１）医工連携医療関連機器等事業化補助事業 

       医療・看護・介護・福祉分野において、会員企業が新たな医療関連機器や

ソフトウェア等の事業化に要する経費に対し助成を行った。 

対 象 者：大学、医療機関及び県外企業等と連携した会員中小企業 

対象経費：プラント・機械装置費、原材料費、外注加工・分析費、委託費、 

共同研究費、人件費、旅費、謝金・報償費、手数料、事務庁費 

補 助 率：補助対象経費の２/３以内 

補助金額、採択件数：４００万円以内、４件 

募集時期：令和５年３月３０日～４月２６日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）医療機器評価ラボ 

大分県臨床工学技士会の協力を得て、医療現場の声を企業に届け、機器開 

発や改良のきっかけとするため、会員企業が開発又は開発中の製品につい 

て、第一線の現場で活躍する臨床工学技士の目で評価を得た。 

 

 

 

 

 

 

  

 企業名 テーマ・連携機関 補助額等 

１ (株)トライテック 硬性内視鏡レンズ洗浄装置

「OPLYS（オプリス）」の事業

化 

補助対象経費 

6,416,000 円 

補助金額 

4,000,000 円 

２ (株)エイビス “在宅ケアバイタルサイン共

有システム”の事業化 

補助対象経費 

3,041,491 円 

補助金額 

2,000,000 円 

３ (株)AK システム 院内調剤業務の安全・効率化

のための自動化装置の実用化

開発 

補助対象経費 

5,663,342 円 

補助金額 

3,775,000 円 

４ (有)ビューティフル

ライフ 

超高齢社会に対応する医療関

連ヘルスケア機器および感染

予防対策製品の商品化 

補助対象経費 

2,991,310 円 

補助金額 

1,994,000 円 

 企業名 機器名 実施日 

１ エアロシールド(株) 紫外線照射装置「エアロシー

ルド」 

令和5年 4月 19日 



 （３）介護福祉機器評価ラボ 

県内の介護福祉施設等から２施設をラボ施設として指定し、企業が開発

（試作）した介護・福祉機器を本施設にて試用、現場の評価や意見を企業に

フィードバックした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）医療関連機器開発イノベーションプログラム座談会 

大分大学医学部附属臨床医工学センターと連携して、医療関連機器に携わ 

る多様な立場の人々（医療・介護従事者、大学・ディーラーなど）と会員企 

業の人材育成や交流を図るため、自由な議論を行う会を開催した。 

 

●第１回（４月） 

開催日：令和５年４月２７日（木）１４:００～１６:００ 

場 所：J:COM ホルトホール大分 ２階 講義室（ｻﾃﾗｲﾄｷｬﾝﾊﾟｽおおいた） 

話題提供：大分大学医学部先進医療科学科 学科長 

大分大学医学部附属臨床医工学センター 教授 穴井 博文 氏 

「大動脈解離」 

参加者：１６名 

 

●第２回（６月） 

開催日：令和５年６月２７日（木）１５:００～１７:００ 

場 所：J:COM ホルトホール大分 ２階 講義室（ｻﾃﾗｲﾄｷｬﾝﾊﾟｽおおいた） 

話題提供：(医)敬和会 すばる認定栄養ケア・ステーション 

   管理栄養士 吉良 明代 氏 

「食の自立を支援～美味しく食べるために必要なこと～」 

参加者：２１名 

 ラボ施設名 企業名・機器名 実施期間 

１ (福)暘谷福祉会 

高齢者総合福祉施設 

暘谷苑 

フォレストゼミナール 

くの字杖”Issoku-CHO” 

令和 5 年 10 月 25 日 

～令和 5 年 11 月 30 日 

(株)座坐ベール 

ラクティンベルトシリー

ズ 

令和 5 年 12 月 12 日 

～令和 6 年 1 月 31 日 

エアロシールド(株) 

紫外線照射装置「エアロシ

ールド」 

令和 6 年 2 月 21 日 

～令和 6 年 3 月 20 日 

２ (医)敬和会 

介護老人保健施設 

大分豊寿苑 

フォレストゼミナール 

くの字杖”Issoku-CHO” 

令和 5 年 10 月 12 日 

～令和 6 年 2 月 29 日 

(株)座坐ベール 

ラクティンベルトシリー

ズ 

令和 5 年 10 月 12 日 

～令和 6 年 2 月 29 日 



●第３回（８月） 

開催日：令和５年８月２４日（木）１４:００～１６:００ 

場 所：J:COM ホルトホール大分 ２階 講義室（ｻﾃﾗｲﾄｷｬﾝﾊﾟｽおおいた） 

話題提供：大分大学医学部先進医療科学科 教授 田仲 和宏 氏 

「整形外科（骨軟部腫瘍・肉腫）」 

参加者：２３名 

 

●第４回（１０月） 

開催日：令和５年１０月２６日（木）１５:００～１７:００ 

場 所：J:COM ホルトホール大分 ２階 講義室（ｻﾃﾗｲﾄｷｬﾝﾊﾟｽおおいた） 

話題提供：旭化成（株） 顧問 姫野 毅 氏 

「ﾍﾙｽｹｱ製品研究開発の一考 2-目標製品ﾌﾟﾛﾌｧｲﾙ（TPP）の使い方-」 

参加者：２５名 

 

●第５回（１２月） 

開催日：令和５年１２月２１日（木）１４:００～１６:００ 

場 所：J:COM ホルトホール大分 ２階 講義室（ｻﾃﾗｲﾄｷｬﾝﾊﾟｽおおいた） 

話題提供：大分大学医学部救急医学講座 教授 

大分大学医学部附属病院高度救命救急ｾﾝﾀｰ ｾﾝﾀｰ長 安部 隆三 氏 

「敗血症の病態と治療、救急医療体制」 

参加者：２０名 

 

●第６回（２月） 

開催日：令和６年２月２９日（木）１４:００～１６:００ 

場 所：メディバレーおおいた（(株)ｱｽﾃﾑ大分本社 ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社棟１階） 

話題提供：(一社)こうしゅくゼロ推進協議会 代表理事 

(合)KT 福祉環境研究所 代表社員 松尾 清美 氏 

「ユーザーのニーズを整理し、試作⇄評価⇄改良して、現場で使える製品にする」 

参加者：２４名 

 

 （５）医療機器勉強会「医療機器解体しよう」 

     大分大学医学部附属臨床医工学センターと連携して、廃棄された医療機

器の解体などを通じて地場企業に医療機器の構造などを伝える取組を実施

した。 

開催日：令和５年１１月１６日（木）１４:００～１６:３０ 

場 所：J:COM ホルトホール大分 ２階 講義室（ｻﾃﾗｲﾄｷｬﾝﾊﾟｽおおいた） 

対象機器：輸液ポンプ・シリンジポンプ 

参加者：１９名（会場１４名、オンライン５名） 

 

  



５ 販路開拓・拡大事業 

 

（１）おおいた産医療関連機器導入推進補助事業 

会員企業が開発・製造する医療関連機器の医療・福祉現場への導入を促進 

するため、県内医療・福祉機関が新たに機器を導入する経費等に対し助成を 

行った。 

対 象 者：県内の医療・福祉機関等 

対象経費：機器導入費（レンタル・リース含む） 

補 助 率：補助対象経費の１／２以内 

補助金額：５０万円以内 

募集時期：随時（予算の上限に達し次第終了） 

※おおいた産医療関連機器として事前に登録された機器が対象 

 

     登録機器：１３１機種（令和４年度：１３１機種） 

     申請件数：２９施設 （令和４年度：２２施設） 

 

（２）展示・商談会等 

東九州メディカルバレー構想の情報発信や会員企業が開発した医療関連 

機器を県内外にＰＲするため、医療系展示会に協議会ブースを設け、会員企 

業の共同出展を支援した。 

 

  ①国内（県内）：４件 

 

   ●第 31 回日本社会福祉会全国大会・社会福祉学会大分大会（７月） 

    開催日：令和５年７月 1 日（土）～２日（日） 

    場 所：ビーコンプラザ（別府国際コンベンションセンター） 

 出展企業：２社 

(株)第一興商大分支店、(有)ビューティフルライフ 

 

   ●第 41 回大分県病院学会（１１月） 

    開催日：令和５年１１月１９日（日） 

    場 所：ビーコンプラザ（別府国際コンベンションセンター） 

    出展企業：６社 

アドテック(株)、トクソー技研(株)、日本ヒューマンメディク(株) 

(株)第一興商大分支店、(有)ビューティフルライフ、ヘルメット潜水(株) 

 

   ●第 21 回 ASEAN・日本社会保障ハイレベル会合（１１月） 

    開催日：令和５年１１月２８日（火）～３０日（木） 

    場 所：別府温泉杉乃井ホテル 

    出展企業：６社 

  (株)IoZ、エアロシールド(株) 、(株)エイビス、(株)キューメイ研究所 

  ケイ・デザイン、(株)トライテック 



   ●第 15 回大分県臨床工学会（１月） 

    開催日：令和６年１月１３日（土）～１４日（日） 

    場 所：J:COM ホルトホール大分 

    出展企業：７社・団体 

     (株)エイビス、大分大学、日本文理大学、(有)ビューティフルライフ 

フォレストゼミナール、ヘルメット潜水(株)、(株)ユビキタステクノロジー 

 

  ②国内（県外）：８件 

 

   ●Medtec Japan 2023（４月） 

    開催日：令和５年４月２０日（木）～２１日（金） 

    場 所：東京ビッグサイト（東京都江東区） 

※東九州メディカルバレー構想として広報。 

 

   ●ヘルステック展 in 国際モダンホスピタルショウ 2023（７月） 

 開催日：令和５年７月１２日（水）～１４日（金） 

 場 所：東京ビッグサイト（東京都江東区） 

    出展企業：４社 

     エアロシールド(株)、(株)オーイーシー、大分ロボケアセンター(株) 

トクソー技研(株) 

 

   ●東九州メディカルバレーものづくりフェスタ 2023（９月） 

 開催日：令和５年９月２２日（金） 

 場 所：宮崎市民プラザ（宮崎県宮崎市） 

※東九州メディカルバレー構想として広報。 

 

   ●国際福祉機器展 H.C.R.2023（９月） 

    開催日：令和５年９月２７日（水）～２９日（金） 

    場 所：東京ビッグサイト（東京都江東区） 

※東九州メディカルバレー構想として広報 

 

   ●CareTEX 福岡'23（１０月） 

    開催日：令和５年１０月４日（水）～５日（木） 

    場 所：マリンメッセ福岡（福岡市博多区） 

    出展企業：１２社（協議会１０社、国東市商工会２社） 

     (株)医療 IT 研究所、エアロシールド(株)、(株)エイビス 

大分ロボケアセンター(株）、ケイ・デザイン、シーラスメディカル(株) 

(株)第一興商大分支店、トクソー技研(株)、日本ヒューマンメディク(株） 

(有)ビューティフルライフ、(有)光電、ヘルメット潜水(株)  

  ※国東市商工会との共同出展、東九州メディカルバレー構想として広報。 



   ●第 2 回全世界ベトナム経済セミナー（１０月） 

 開催日：令和５年１０月６日（金） 

 場 所：福岡国際会議場（福岡市博多区） 

    出展企業：３社 

(株)IoZ、(株)エイビス、(株)トライテック 

 

   ●メディカルクリエーションふくしま 2023（１１月） 

 開催日：令和５年１１月１日（水）～２日（木） 

 場 所：ビッグパレットふくしま（福島県郡山市） 

    出展企業：５社 

     ケイ・デザイン、 (株)デンケン、(株)トライテック 

ヘルメット潜水(株)(株)ホックス、 

   ※大分大学臨床医工学ｾﾝﾀｰ(医療機器開発連携推進ﾈｯﾄﾜｰｸ和）による展示。 

 

   ●富士山麓産学官金連携フォーラム 2023（１２月） 

 開催日：令和５年１２月１日（金） 

 場 所：プラザヴェルデ（静岡県沼津市） 

    出展企業：５社（大分県３社、宮崎県２社） 

エアロシールド(株)、(有)ビューティフルライフ、フォレストゼミナール 

(株)サニー・シーリング、吉玉精鍍(株)  

※東九州メディカルバレー構想として共同出展。 

 

  ③国外：２件 

 

   ●VIETNAM MEDI-PHARM EXPO 2023 IN HCMC（８月） 

    開催日：令和５年８月３日（木）～５日（土） 

    場 所：Saigon Exhibition & Convention Center（ベトナム/ホーチミン） 

    出展企業：５社 

     (株)IoZ、(株)エイビス、ケイ・デザイン、シーラスメディカル(株) 

     (株)トライテック 

 

   ●SELANGOR INTERNATIONAL BUSINESS SUMMIT（１０月） 

    開催日：令和５年１０月１９日（木）～２２日（日） 

    場 所：Kuala Lumpur Convention Centre（マレーシア/クアラルンプール） 

    出展企業：９社 

     (株)IoZ、エアロシールド(株) 、(株)エイビス、(株)キューメイ研究所 

ケイ・デザイン、シーラスメディカル(株)、トクソー技研(株) 

     (株)トライテック、(有)ビューティフルライフ 

  



（３）販路開拓支援事業 

       会員企業が開発した機器等の販路開拓のため、展示会等への出展料等に

対し助成を行った。 

対 象 者：会員中小企業 

対象経費：会場借上費、展示品運搬費、印刷製本費等 

補 助 率：補助対象経費の１／２以内 

補助金額：２０万円以内  

募集時期：随時（予算の上限に達し次第終了） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （４）おおいた産製品海外展開支援事業 

東九州メディカルバレー構想で掲げるアジアへの貢献、会員企業が開発 

した機器等の販路開拓のため、タイを中心に ASEAN 諸国への販路開拓へ向 

けた支援プラットフォームを設置し、現地での情報収集、病院・施設等のニ 

ーズ調査、おおいた産製品の実機を用いたＰＲ、国際展示会への出展を実 

施した。 

 

●おおいた産医療関連機器海外販路開拓支援プラットフォーム運営委託 

委 託 先：(株)エイビス 

委託期間：令和５年６月１日（木）～令和６年３月３１日（日） 

   対 象 国：タイ、マレーシア 

    ①タイ 

・現地病院・施設・販売代理店等のニーズ調査、実機を用いたＰＲ 

・医療機器国際認証取得に係る調査、保健省とのＭＯＵ締結に関する支援 

・バンコク病院グループ CEO 視察受入（１２月） 

・九州タイヘルスケアミッション受入（３月） 

    ②マレーシア 

・現地病院・施設・販売代理店等のニーズ調査、実機を用いたＰＲ 

・医療機器国際認証取得に係る調査 

     ・「SELANGOR INTERNATIONAL BUSINESS SUMMIT（１０月）」出展 

  

 企業名 展示会・学会 

１ 日本ヒューマンメディ

ク(株) 

第 96 回日本整形外科学会学術総会 

（R5.5.11～14：パシフィコ横浜） 

２ (株)キューメイ研究所 第 24 回日本検査血液学会学術集会 

（R5.7.29～30：ウィンクあいち） 

３ アドテック(株) 日本医療検査科学会第 55 回大会 

（R5.10.6～8：パシフィコ横浜） 

４ (株)トライテック 第 40 回日本呼吸器外科学会学術集会 

（R5.7.13～14：新潟コンベンションセンター） 

５ トクソー技研(株) 第 33 回日本呼吸ｹｱ・ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学会学術集会 

（R5.12.1～2：仙台国際センター） 



 （５）大学と連携した海外展開支援委託事業 

東九州メディカルバレー構想ではアジアへの貢献を掲げており、海外展開 

事業に取り組んでいる一方、会員企業から今後の展開に向けた海外のニーズ 

調査などを行う人材や機会がないとの声があり、将来的な展開可能性のある 

対象国の調査などの必要性があることから、本事業を実施する。 

本事業では、立命館アジア・太平洋大学（APU）と連携し、APU の海外ネッ 

トワークを活用し、県産医療機器の海外展開の拡大に向けた支援などを行っ 

た。 

 

●東九州メディカルバレー海外販路開拓支援委託 

委 託 先：立命館アジア太平洋大学 

委託期間：令和５年６月１日（木）～令和６年３月３１日（日） 

対 象 国：ベトナム 

    ①ベトナム 

     ・現地病院・施設・販売代理店等のニーズ調査、実機を用いたＰＲ 

     ・県内企業の現地法人設立支援 

     ・「VIETNAM MEDI-PHARM EXPO 2023 IN HCMC（８月）」出展 

     ・「第 2 回全世界ベトナム経済セミナー（１０月）」出展 

    ②その他 

     ・「アジア太平洋カンファレンス（１２月）」参加 

 

 （６）県産医療関連機器の展示交流スペース等の運用 

医療従事者と会員企業との連携交流を目的とする展示・交流スペース「メ

ディバレーおおいた」を運営する。設置場所であるアステム大分本社の建替

えに伴い、令和４年１０月から仮の場所に移転していたが、移転を完了し令

和６年２月６日（火）には開所セレモニーを行い新たな場所での運営を開始

した。 

     また、大分県社会福祉介護研修センターと連携して、福祉用具展示場「お 

おいた産介護福祉機器コーナー」を活用し、おおいた産介護福祉機器のＰＲ 

を行った。 

 

●展示・交流スペース「メディバレーおおいた」 

住 所：大分市西大道 2-3-8（(株)ｱｽﾃﾑ大分本社敷地内ｸﾞﾙｰﾌﾟ会社棟１階） 

   営業時間：１０:００～１６:００（土日祝日、お盆期間、年末年始を除く） 

   展示企業：２０社 

    (株)アステム、アドテック(株)、いくつものかたち(株)、(株)エイビス 

エアロシールド(株)、(株)AK システム、大分大学、ケイ・デザイン 

大分ロボケアセンター(株)、(株)キューメイ研究所、(株)デンケン 

(株)ケイ・エス・ケイ、トクソー技研(株)、(株)トライテック 

日本ヒューマンメディク(株)、(株)ネオマルス、ヘルメット潜水(株) 

(有)ビューティフルライフ、フォレストゼミナール、 (株)ホックス 

 



●福祉用具展示場「おおいた産介護福祉機器コーナー」 

   住 所：大分市明野東３丁目４番１号（大分県社会福祉介護研修ｾﾝﾀｰ内） 

   営業時間：８:３０～１７:００（毎週月曜日、祝日、年末年始を除く） 

   展示企業：８社 

     (株)エイビス、ケイ・デザイン、(有)ビューティフルライフ、 

フォレストゼミナール、(株)ブライテック、ヘルメット潜水(株)、 

 いくつものかたち(株)、エアロシールド(株) 

 

 

６ コーディネーターの配置 

会員企業が開発した医療関連機器（おおいた産医療関連機器）の県内医療・福 

祉機関による導入を後押しするためコーディネーター（１名）を配置した。医療機

関や介護福祉施設への訪問活動を通じて協議会の取組みを紹介、機器導入の推進

を行った。 

 

 

７ その他  

大分大学医学部附属臨床医工学センターをはじめとする、支援機関・関係団体の

実施する事業との連携を行った。 

  また、東九州メディカルバレー構想としての連携を強化するため、「東九州メデ 

ィカルバレー構想推進大会」、「医療関連機器ビジネスマッチング会」、「ハイブ 

リッド展示場・商談会」、展示会出展などを宮崎県・延岡市と共同で実施した。 

 

 ●大分大学医学部附属臨床医工学センター 

  ・イノベーションプログラム座談会（隔月開催） 

  ・大分大学医療機器開発ビジネススクール（９月） 

  ・メディカルクリエーションふくしま 2023（１１月） 

  ・医療機器勉強会「医療機器解体しよう」（１１月） 

  ・大分大学医療機器ニーズ探索交流会（１２月） 

 

 ●大分県医療機器協会 

  ・大分県医療機器協会定時総会/講演会（６月） 

 

 ●(公社)大分県臨床工学技士会 

  ・大分県臨床工学技士会災害セミナー（８月） 

  ・第 15 回大分県臨床工学会（１月） 

 

 ●(医)敬和会 

  ・第 7 回日本ヘルスケアダイバーシティ学会（９月） 

 

 

 



 ●宮崎県（宮崎県医療機器産業研究会） 

延岡市（宮崎県北部メディカル産業推進協議会） 

  ・Medtec Japan 2023（４月） 

  ・東九州メディカルバレーものづくりフェスタ 2023（９月） 

・国際福祉機器展 H.C.R.2023（９月） 

  ・CareTEX 福岡'23（１０月） 

  ・宮崎県医療機器産業研究会総会/講演会（１０月） 

・医療機器メーカーとのリアル展示・商談会（１１月） 

  ・医療関連機器開発ビジネスマッチング会（１２月） 

  ・東九州メディカルバレー構想推進大会（２月） 

 

 ●福岡県 

 ・国際モダンホスピタルショウ 2023（７月） 

・医工連携フォーラム in 飯塚（８月） 

 

●九州経済産業局 

・九州タイヘルスケアミッション（受入事業）（３月） 

●(一財)九州ヘルスケア産業推進協議会（HAMIQ） 

・医療関連機器開発ビジネスマッチング会（１２月） 

・医療・看護・介護・福祉機器等ニーズ発表会（１月） 

・東九州メディカルバレー構想推進大会（２月） 

・九州タイヘルスケアミッション（受入事業）（３月） 

 

 



【第２号報告】令和５年度収支決算について

１　収入の部 （単位：円）

当初予算額 3月補正後予算額 決算額 差引額 補正理由

① ② ③ ③-②

1 負担金収入 58,022,000 57,025,000 57,025,000 0

2 サイボウズ負担金収入(各企業会等) 200,000 213,946 213,946 0

3 雑収入 0 5,948 5,948 0

58,222,000 57,244,894 57,244,894 0

1,813,922 1,813,922 1,813,812 ▲ 110 令和4年度繰越金誤りに伴う減

60,035,922 59,058,816 59,058,706 ▲ 110

２　支出の部 （単位：円）

当初予算額 3月補正後予算額 決算額 差引額 補正理由

① ② ③ ③-②

１　協議会運営 1,326,922 2,399,816 2,721,888 322,072

旅費 100,000 100,000 126,920 26,920

食糧費 50,000 50,000 67,079 17,079

その他需用費 113,922 511,816 873,591 361,775 各種事務用備品の経年劣化による更新に伴う増

役務費 95,000 600,000 523,376 ▲ 76,624

使用料及び賃借料 368,000 368,000 361,988 ▲ 6,012

負担金 600,000 770,000 768,934 ▲ 1,066

２　医療関連産業参入促進セミナー等 2,090,000 1,840,000 1,756,744 ▲ 83,256

報償費 200,000 200,000 185,180 ▲ 14,820

旅費 300,000 300,000 251,440 ▲ 48,560

食糧費 100,000 250,000 230,967 ▲ 19,033

役務費 40,000 340,000 339,647 ▲ 353

使用料及び賃借料 1,400,000 700,000 699,510 ▲ 490

負担金 50,000 50,000 50,000 0

３　医療・福祉機器等開発ワーキング 4,620,000 4,620,000 4,545,395 ▲ 74,605

委託料 4,400,000 4,400,000 4,381,565 ▲ 18,435

使用料及び賃借料 220,000 220,000 163,830 ▲ 56,170

４　研究開発等補助事業 14,909,000 13,909,000 13,594,431 ▲ 314,569

報償費 825,000 125,000 99,920 ▲ 25,080

旅費 364,000 64,000 17,560 ▲ 46,440

補助金 12,000,000 12,000,000 11,769,000 ▲ 231,000 医工連携医療関連機器等事業化補助事業の変更に伴う減

委託料 1,720,000 1,720,000 1,707,951 ▲ 12,049

５　販路開拓・拡大事業 33,090,000 32,290,000 30,323,579 ▲ 1,966,421

委託料 14,100,000 13,800,000 14,471,521 671,521 メディバレーおおいた移設委託範囲調整に伴う増

その他需用費 2,550,000 3,850,000 2,088,900 ▲ 1,761,100 メディバレーおおいた什器、備品等購入に伴う減

使用料及び賃借料 7,050,000 5,750,000 5,660,176 ▲ 89,824

旅費 640,000 640,000 658,100 18,100

役務費 250,000 250,000 313,882 63,882

補助金 8,500,000 8,000,000 7,131,000 ▲ 869,000 出展補助、おおいた産導入補助事業等の一部変更に伴う減

６　コーディネータ-配置事業 4,000,000 4,000,000 3,228,383 ▲ 771,617

給料 2,880,000 2,880,000 2,616,796 ▲ 263,204 コーディネーター給料等の支給実績に伴う減

職員手当等 235,000 235,000 0 ▲ 235,000 コーディネーター手当等の支給実績に伴う減

共済費 463,000 463,000 461,991 ▲ 1,009

旅費 25,000 25,000 10,075 ▲ 14,925

使用料及び賃借料 397,000 397,000 139,521 ▲ 257,479 レンタカー利用実績に伴う減

60,035,922 59,058,816 56,170,420 ▲ 2,888,396

0 0 2,888,286 2,888,286

科　　　目

　　当期支出合計（Ｂ）

　　当期収支差額（Ａ）－(Ｂ)

　　収入総合計（Ａ）

令和５年度収支決算

自　令和５年４月１日　　　　　　　　至　令和６年３月３１日

科　　目

　　当期収入合計

　　前期繰越金


